







Organizational and Professional Identification among Certified Public 
Accountants in Japan : 





Focusing on the dual identification issue of certified public accountants （CPAs） in organizations, 
this study documents the relationships among their organizational characteristics, organizational and 
professional identification, and work attitudes. Using the questionnaire survey data of 115 CPAs 
working for various organizations in Japan, we found, from a one-way analysis of variance, that CPAs 
working for “big4” firms tend to report low organizational identification than those working for “non-
big4” firms. This tendency was found to be more salient among the CPAs with lower position ranks 
in the organization. Furthermore, our partial correlation analysis explored that organizational 
identification was positively related to job satisfaction while professional identification was positively 





























































ントとは、特定の組織あるいは職業に対する「同一化と関与」（Mowday, Steers, & Porter, 1979, p. 
226）の度合いを指す。アイデンティフィケーションとコミットメントとの異同点について、











る組織への一体化（oneness）、もしくは帰属（belongingness）に関する認知」（Ashforth & Mael, 
1989, p. 34）と一般的に定義される。一方で、社会的アイデンティティは組織のみならず医師や弁護士、
公認会計士など専門的職業集団に対しても形成することが示されており、「特定の職業に対する同一性












Bamber and Iyer （2002）の研究では、組織に対するアイデンティフィケーションが、従業員としての









的で、「職務満足」（job satisfaction）と「内発的動機づけ」（intrinsic motivation）の 2 つの職務態度に
注目した。
職務満足とは、「自分の職務についての評価や職務経験から生じる、心地よい肯定的な感情の状態」
（Locke, 1976, p. 1300）と定義される。職務満足に関する研究は、組織における成員の意識あるいは行
動を考察するうえで重要な概念であり、専門職を対象とする職務満足に関する先行研究も国内外でいく
つか行われている（e.g., Aranya, Lachman, & Amernic, 1984； Johnson et al., 2006）。
内発的動機づけとは、「新しい物事やチャレンジする機会を追及し、自己の能力伸長や活用に努め、
探求や学習を求める態度的特徴」（Ryan & Deci, 2000, p. 70）と定義される概念である。この概念は、
職務満足同様、仕事への積極的な貢献度を引き出す重要な態度的指標として先行研究でも繰り返し用い















限責任あずさ監査法人」、④「PwC あらた有限責任監査法人」の 4 法人、ならびにこれらのグループ会
社を指す。大手監査法人は2015年 4 月末時点で全上場会社の73％、大手監査法人の上場被監査会社の時
価総額は上場時価総額全体の92％を占めており、知名度も他の法人を大きく上回っている（公認会計
士・監査審査会 , 2016a）。また当該 4 法人は世界的にも “Big4” と呼ばれるメンバーファームに所属し、
先行研究でも当該 4 グループを他の会計事務所と区分して検証している（e.g., Bagley, Dalton, & 









































組織アイデンティフィケーションは、Mael & Ashforth（1992）の尺度を参考に 6 項目で測定した。
職業的アイデンティフィケーションについては、Hekman et al.（2009）の測定法を参考に、上記 6 項
目にある「所属している組織」という表現を「公認会計士」に置き換えて測定した。尺度の信頼性を表
す Cronbach のα係数を算出し検討した結果、組織アイデンティフィケーション（α＝ .84）、職業的ア




























に対する評定平均値が示されている。なお、得点は 1 ～ 7 点までの範囲で分布し、高得点ほど諸項目に
対する肯定的な反応を示している。
まず、表 2 の 1 番上の欄の「組織アイデンティフィケーション」の欄は、組織アイデンティフィケー
ションを構成する 6 項目の尺度得点（ 6 項目の単純合計加算平均値）の結果である。一元配置分散分析
表 1 　本調査におけるサンプルの特性 a
性別 （n=115） 男性 105（91.3） 女性 10（8.7）
年齢 （n=115） 最少年齢 30 最高年齢 49
平均年齢 40.41 標準偏差 5.29
合格年次 （n=115） 1996年以前 33（28.7） 1997～2001年 29（25.2）
1992～2006年 36（31.3） 2007年以降 17（14.8）
勤続年数 （n=115） 平均勤続年数 9.02 標準偏差 6.31
業種 b （n=115） 大手監査法人 44（38.3） 大手以外の 40（34.8）
（Big4） 監査法人
一般事業組織 c 31（26.9）




ｃ．一般事業組織の内訳は、製造業 7 名（6.1%）、金融業・保険業 7 名（6.1%）、卸売業・小売業 4 名（3.5%）、サービス業（会計サービスを除く）
4 名（3.5%）、その他 9 名（7.8%）である。
─ 64 ─
の結果、この組織アイデンティフィケーションの尺度得点は、組織形態の違いにより統計的に有意な平





次に、表 2 から組織アイデンティフィケーションを構成する項目別の結果（項目番号 1 ～ 6 ）をみる
と、大手監査法人所属の公認会計士からの回答が 6 項目中 4 項目で中央値である4.0を下回っており、






他方、職業的アイデンティフィケーションについては、構成する 6 項目のうちの 1 項目（「テレビ・
雑誌等で公認会計士を批判する報道をされると、恥ずかしく思う」）で組織形態別の平均値の有意差が






























表 2 　公認会計士が所属する組織形態別によるアイデンティフィケーションの比較分析結果 a
項目
全体 A：大手 B：専門 C：一般
F-test
多重比較 b
（n=115） （n=44） （n=40） （n=31） A-B A-C B-C
組織アイデンティフィケーション（尺度得点） 4.40 3.99 4.85 4.42 ** **
1 所属している組織が褒められると、自分自身も褒められたように思える 4.49 3.98 4.95 4.61 * **





4.04 3.73 4.30 4.16
4 所属する組織について話すとき、「うち」、「我が社」などという呼称を使う 4.59 4.57 5.08 4.00 * *
5 所属する組織の成功は、自分自身の成功に等しい 4.28 3.45 4.90 4.65 *** *** **
6 テレビ・雑誌等で所属する組織を批判する報道をされると、恥ずかしく思う 4.77 4.52 5.08 4.74
職業的アイデンティフィケーション（尺度得点） 4.22 4.03 4.54 4.07 †
7 公認会計士が活躍することは、自分自身が成功したものと等しい感覚をもつ 4.01 3.75 4.43 3.84 † †





4.19 4.05 4.43 4.10
10 公認会計士について話すとき、「私たち」、「我々」などという呼称を使う 3.79 3.82 4.08 3.39
11 公認会計士について称えられると、自信につながる 4.30 4.18 4.45 4.29
12 テレビ・雑誌等で公認会計士を批判する報道をされると、恥ずかしく思う 4.67 4.23 5.25 4.55 ** **








目番号 1 （「全体的に見て、私は現在の仕事に満足している」（経営職 = 5.03； 経営職 = 4.23； 一般職 








全体 A：経営職 B：管理職 C：一般職
F-test
多重比較 a
（n=115） （n=38） （n=40） （n=37） A-B A-C B-C
組織アイデンティフィケーション（尺度得点） 4.40 4.85 4.26 4.11 * † *
1 所属している組織が褒められると、自分自身も褒められたように思える 4.49 5.03 4.18 4.27 * * †





4.04 4.21 4.15 3.76
4 所属する組織について話すとき、「うち」、「我が社」などという呼称を使う 4.59 4.97 4.43 4.38
5 所属する組織の成功は、自分自身の成功に等しい 4.28 5.11 3.95 3.78 ** ** **
6 テレビ・雑誌等で所属する組織を批判する報道をされると、恥ずかしく思う 4.77 5.00 4.80 4.51
職業的アイデンティフィケーション（尺度得点） 4.22 4.42 4.13 4.12
7 公認会計士が活躍することは、自分自身が成功したものと等しい感覚をもつ 4.01 4.08 4.03 3.92





4.19 4.24 4.23 4.11
10 公認会計士について話すとき、「私たち」、「我々」などという呼称を使う 3.79 4.13 3.68 3.57
11 公認会計士について称えられると、自信につながる 4.30 4.55 4.23 4.14
12 テレビ・雑誌等で公認会計士を批判する報道をされると、恥ずかしく思う 4.67 4.97 4.40 4.65















全体 A：経営職 B：管理職 C：一般職
F-test
多重比較 a
（n=115） （n=38） （n=40） （n=37） A-B A-C B-C
職務満足（尺度得点） 4.57 4.96 4.51 4.36 † †
1 全体的に見て、私は現在の仕事に満足している 4.52 5.03 4.23  4.32 * * †
2b 概して、私は現在の仕事が好きではない（R） 4.48 4.68 4.60 4.14
3 概して、私はここで仕事をすることが好きである 4.71 5.16 4.45 4.54
内発的動機づけ（尺度得点） 4.78 5.03 4.73 4.56
4 自身の仕事についてより多くのことを知ることは嬉しいから 4.86 5.11 4.93 4.54
5 自身の仕事において新しいことをすることは嬉しいから 4.78 4.97 4.83 4.54
6 自身の仕事で新しいことを学ぶ時、 嬉しく感じるから 4.81 5.08 4.88 4.46





4.94 5.29 4.70 4.84
9 仕事での私の弱点を改善するのは嬉しいから 4.38 4.66 4.30 4.19
10 仕事上の技能・スキルをより高い次元に高めているときに、満足感を感じるから 4.93 5.24 4.95 4.59
11 仕事で直面する困難を克服するとき、満足感を覚えるから 4.79 5.16 4.58 4.65
12 自身の仕事の中に喜びを感じるから 4.77 5.08 4.75 4.46
13 仕事に夢中になっているとき、心から興奮を覚えるから 4.60 4.82 4.53 4.46
14 好きな仕事を遂行すると、非常に嬉しく感じるから 4.88 4.92 4.75 4.97
15 自らが仕事に完全に没頭している時の感覚が好きだから 4.63 4.84 4.68 4.35






















表 5 　変数間の偏相関分析 a
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
統制変数
　1．性別 1.000
　2．年齢  -.052 1.000
　3．勤続年数  -.010  .289** 1.000
組織形態ダミー
　4．大手監査法人  .068  -.036  .331*** 1.000
　5．専門組織  .250**  .009  -.114  -.486*** 1.000
職位ダミー
　6．経営職  -.110  .317***  .279**  .073  .391*** 1.000
　7．管理職  .088  .244*  .308**  .045  .165†  -.616*** 1.000
アイデンティフィケーション
　8．OIb  .060  .061  .069  -.198*  .005  .094  .013 1.000
　9．PIb  -.160  .011  .003  .066  .177†  -.078  -.040  .348*** 1.000
職務態度
　10．職務満足  -.131  -.083  .244*  -.068  .117  -.043  -.084  .199*  -.180† 1.000
　11．内発的動機づけ  .056  .009  -.211*  .043  -.151  .148  .135  .054  .256**  .617*** 1.000
† p < .10, * p < .05, ** p < .01, *** p < .001
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